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統合利用を目的とした地域史資料のLOD化

奥野 拓1,a) 高橋 正輝2 山田 亜美1 川嶋 稔夫1

概要：本研究は様々な形式でデジタル化され散在する地域の歴史資料を LOD化し，関連付けることにより
統合利用を可能とすることを目的とする．本報告では，函館地域の例として，絵葉書の画像アーカイブ，地
域史年表，歴史上の人物紹介をそれぞれ RDFデータセット化した事例を取り上げる．また，それらを関連
付けた統合利用例として，「エピソードでつながる函館歴史写真」と「函館ゆかりの人物スポット」を示す．

Making LOD of Regional Historical Records for Integrated Application
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Abstract: Regional of historical records are digitized and on public via the Internet. This study aims at
enabling integrated application of them by making LOD of them and link with each other. This report
focuses on an activity in Hakodate, making RDF datasets of the archives of picture postcards, the chronol-
ogy of city history, and the biography of famous historical persons. As examples of integrated applications,
“The Historical Photographs of Hakodate Linked by Episodes” and “The Spots Associated with Persons of
Hakodate” are shown.

1. はじめに
近年，地域の古文書や古写真，古地図などの歴史資料を
デジタル画像として保存・蓄積するデジタルアーカイブ化
が広く進められている．例えば，函館地域は全国的に見て
も貴重な歴史資料が数多く残っており，保存と活用のため
のデジタルアーカイブ化に積極的に取り組んでいる．公立
はこだて未来大学のデジタルアーカイブ研究センターが函
館市中央図書館と共同で継続的に開発・運用している函館
市図書館所蔵デジタルアーカイブ「デジタル資料館」[1]が
その筆頭であるが，その他にも，『函館市史』デジタル版 [2]

や，「はこだて人物誌」[3]などを函館市のWebサイトで
公開している．このように，各地で様々な種類の地域史コ
ンテンツが公開されている．これらは非常に貴重な地域史
データであり学術的価値も高い．しかしながら，それぞれ
が無関係に独立して公開されている状態であり，史実とし
て互いに補完し合う情報を含んでいるにも関わらず，十分
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に活用できる状態になっていないのが現状である．
一方，ボトムアップ的アプローチによりWeb技術を用
いた意味的関連性に基づくデータ連係を推進する取組みと
して，Linked Open Data (LOD) が注目されている．国内
でも鯖江市や横浜市などが積極的に行政や文化芸術など公
共データの LOD化に取り組んでいるほか，政府の IT戦略
本部は「電子行政オープンデータ戦略に関する提言」にお
いて，行政の保有する様々な分野のデータを 2次利用可能
な形式により公開し，民間のサービス等で活用可能とする
ことを求めている [4]．この提言では，地域に根ざした草の
根的なオープンデータの展開が期待されており，その要と
なるのが地方自治体の保有するデータの積極的な公開であ
る．その意味では，歴史資料を含む文化芸術資料も例外で
はなく，市民による活用や他地域との連係など，LOD化
のメリットは大きいと考えられる．
本研究では，デジタルアーカイブに含まれる画像化され
た歴史資料，テキスト形式で公開されている地域史や年表，
人物史などをデータ化し，相互に関連付けて組み合わせ，
統合利用することにより新たな価値を創出することを目指
す．LOD化によるアプローチでは，相互に意味的関連付け
された RDF形式のデータモデルを作成（データモデリン
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グ）し，LODとして公開可能な地域史 RDFデータセット
を作成する．種類の異なる複数の地域史 RDFデータセッ
トをWikipediaの LOD版である DBpedia[5]などの外部
リソースとリンクすることで，地域史データを多面的に活
用できるようにすることが目標である．
このアプローチに基づき，本研究では函館地域を事例と
して，デジタル資料館に含まれる画像化された歴史資料，
テキスト形式の歴史資料である函館市史年表編，及び，は
こだて人物誌を対象とし，RDFデータセットを作成して
いる．また，それらを用いた 2種類の統合利用例について
検討を進めている．一つは，デジタル資料館の画像資料と
函館市史年表編を組み合わせた「エピソードでつながる函
館歴史写真」である．もう一つは，はこだて人物誌を函館
市の公式観光情報サイトの観光情報コンテンツと組み合わ
せた「函館ゆかりの人物スポット」である．本報告では，
以上の取り組みについて述べる．

2. 関連研究
文化芸術資料を対象とした LODに関する研究としては，
例えば以下のものがある．
萩原らは，目的に応じた適切なデジタルアーカイブの選
択を支援することを目的とし，デジタルアーカイブ自体に
メタデータを付与し LOD化を行っている [6]．複数のデジ
タルアーカイブを対象としてデータ検索を行うという点で
は本研究テーマと共通する．
また，博物館・美術館情報などを LOD化する試みとし
て，LODAC Projectがある [7]．これは，様々な学術情報
を関連付けて公開・活用することを目的としたプロジェク
トである．本研究では，LODACにおける語彙定義やデー
タモデリング手法を参考に，LODACとのデータ連係を視
野に入れたデータモデリングを行う．
これらの取り組みでは，デジタルアーカイブや所蔵品，
作者，施設などの目録データの LOD化が中心であるが，
本研究では，函館市史などのテキスト形式の歴史資料の内
容を対象とした意味的関連付けを試みる．そして，単純な
全文検索では発見できないデータ間の関連性に基づくデー
タ検索を実現することを目指す．

3. 函館地域の歴史資料のRDFデータ化
3.1 函館市図書館所蔵デジタルアーカイブ「デジタル資

料館」
公立はこだて未来大学では函館市中央図書館と連携し，
歴史資料のデジタル画像化を進めている．函館市中央図書
館が所蔵する函館地域に関する歴史資料は，古写真や絵葉
書，古文書，古地図，ポスターといった種別の資料が存在
し，その総数は約 5万点に及ぶ．デジタル画像化した資料
の効率的かつ安定的な管理と公開を目的として，公立はこ
だて未来大学では，デジタルアーカイブ CMSを開発し，

図 1 函館市図書館所蔵デジタルアーカイブ「デジタル資料館」
Fig. 1 Digital Archives of Hakodate City Library.

継続的にその改良を進めている [8]．デジタルアーカイブ
CMSを用いて約 1万 3千点の高解像度画像と付随する目
録情報を閲覧できる「デジタル資料館」が一般公開されて
いる．図 1 に，デジタル資料館の資料一覧画面（左）と資
料詳細画面（右）を示す．
画像資料を探す方法として，一覧画面よりサムネイル画
像をブラウズするか，目録テキストの全文検索を行うこと
が可能であるが，これらの方法は膨大な点数のデジタル
アーカイブから資料を見つけ出す方法として不十分であ
る．資料間が共通の被写体や歴史的エピソードなどにより
関連付けられれば，歴史的に関連する資料を容易に抽出す
ることが可能となり，デジタルアーカイブの活用促進につ
ながると考えられる．デジタル資料館の資料の目録に含ま
れる項目として，タイトル，内容説明，印刷発行，西暦，
和暦，大きさ，地域分類，資料番号がある．これらは，デ
ジタルアーカイブ CMSのデータベースにおいて項目ごと
に管理されている．
目録のタイトルと内容説明の項目には，空白で区切られ
た複数の内容が記載されている．例えば，ある絵葉書はタ
イトルが「成聖式記念　函館ハリストス正教会　聖堂正門」
であり，内容説明は「大正五年十月十五日挙行　成聖式記
念絵葉書　函館ハリストス正教会（3枚中 1枚），附録とし
て解説「函館正教会由来」（1枚）あり」となっている．こ
れらの内容には，日付や人名など，独立したメタデータと
して扱うべき項目が含まれている．デジタル資料館の資料
を他の様々な歴史資料と意味的に関連付けるためには，こ
れらを適切に抽出する必要がある．
例えば，日付については，西暦と和暦の項目には年のみ
記載されているのに対し，内容説明には年月日が記載され
ている．他の歴史資料との関連付けする際には，この年月
日が重要な役割を果たすと考えられる．内容説明に含まれ

c© 2014 Information Processing Society of Japan 2

Vol.2014-IFAT-114 No.3
Vol.2014-DD-93 No.3

2014/3/29



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

図 2 函館市史年表編
Fig. 2 The chronology volume of the Hakodate City History.

る年月日をメタデータ化するためには以下の二つの課題が
ある．一つ目は，表記揺らぎである．和暦・西暦，漢数字・
算用数字，区切り文字の違いの組み合わせが存在する．二
つ目は，日付の意味付けである．例えば，ある出来事に関
する写真の絵葉書の場合には，日付の解釈として，写真に
関連する出来事が起きた日付，絵葉書が印刷・発行された
日付，絵葉書が検閲された日付の可能性がある．記載内容
からこれらを適切に解釈する必要がある．

3.2 『函館市史』デジタル版
函館市史は，函館の歴史をまとめた書籍であり，通説編

（1～4巻），資料編（1，2巻），年表編など，全 7編 11巻か
ら構成される．このうち通説編の 4巻については，『函館
市史』デジタル版としてWeb公開されており，年表編に
ついても現時点では非公開であるが PDF化されている．
年表編は，旧石器時代後期から 2004年（平成 16年）ま
での歴史年表であり，主に明治以降は新聞資料を基礎資料
として作成されている．内容は，函館に関連する出来事の
短い記述（本文）に西暦・和暦と月日（特定できないもの
を除く）および出典が付加されたものであり，約 700ペー
ジにわたる．図 2に，1912年の記述の一部を示す．年表編
は，個々の出来事が簡潔にまとめられており，日付と対応
付けられているため，他の歴史資料や観光スポットデータ
との関連付けることで有効に活用できると考えられる．ま
た，通説編がトピック単位の章立てとなっており，図表を
含めた不定形の記述であるのに対し，年表編は表記法が統
一されており，メタデータの抽出が比較的容易である．以
上の理由により，函館市史のRDFデータ化については，ま
ず年表編から着手している．年表編の PDF文書を作成し
たアプリケーションの文書ファイルが失われているため，
PDF文書からのテキスト抽出から開始し，プレーンテキ
スト化された文書から凡例にしたがって日付，本文，出典
を抽出し，データベースへの格納を行った．

3.3 はこだて人物誌
はこだて人物誌（以下，人物誌）は，函館市文化・スポー

図 3 はこだて人物誌
Fig. 3 Hakodate Jimbutsushi (Famous historical persons of

Hakodate).

ツ財団が毎月発行している広報誌「ステップアップ」[9]に
連載中の「函館ゆかりの人物伝」を一部加筆修正してWeb

コンテンツ化し，函館市が公開しているものである．毎月
1名ずつ追加しており，2013年 9月 1日時点では 270名の
函館に縁のある人物の歴史を記した貴重なコンテンツであ
る．図 3 は「今井市右衛門」のページの一部である．各人
物について，人名，かな人名，生没年，リード文，本文，
人物の画像が掲載されており，本文にはその人物が誕生し
てから亡くなるまで，年代ごとに体験した出来事やその地
名が記述されている．人物誌のコンテンツは HTMLによ
り構造化されて記述されているため，スクレイピング処理
によりデータを抽出し，データベースへの格納を行った．

3.4 写真資料と年表の関連付け
3.1で述べた歴史的エピソードによる写真資料の関連付
けを，函館市史年表編を用いて行うことを検討した結果，
写真の目録と年表の出来事の本文に含まれる日付，人物，
場所を用いた関連付けが有効であることがわかった [10]．
そこで，写真の目録と年表の出来事の本文から，日付，人
物，場所の情報の抽出を行った．
写真は昭和のものが大半であるため，年表は昭和 (1926～

1988)のものに限定した．写真における日付は，1 で述べ
たように，記事内容から日付の意味を適切に解釈しなけれ
ばならない．年表の日付とリンクするためには，写真の目
録の中から出来事が起きた日付を抽出する必要がある．日
付は，写真の目録において「タイトル」と「内容説明」に記
述されていることが多い．その中でも出来事が起きた日付
は，内容説明に記述されている傾向があることから，「内容
説明」に含まれる日付をテキスト処理によって抽出した．
人物については，写真，年表ともに人物誌に掲載されて
いる人物 275名と文字列マッチすることによって抽出した．
また，場所については，函館市公式観光情報サイト「はこ
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ぶら」[11]において歴史的建造物をなど掲載している「見
る」カテゴリに分類されている 198スポットの観光スポッ
ト名と文字列マッチすることにより抽出した．

3.5 人物誌と観光スポットの関連付け
人物の歴史は，歴史上の人物が体験した場所を巡る観光
ツアーの企画など，観光分野における活用事例が多く [12]，
観光への活用が期待できる．図 4 は，人物誌の「今井市右
衛門」と函館の観光スポット「元町公園」という二つのリ
ソースを RDFデータ化し，関連付けた例である．この例
では，今井市右衛門のリード文に元町公園が含まれ，元町
公園の詳細説明に今井市右衛門が含まれている．少なくと
もこれらのうちの一方が抽出できれば，二つのリソースを
関連付けることが可能である．
人物誌より人名を抽出し，函館圏の観光スポットとどの
程度関連付けられるかを調べた [13]．観光スポットとして，
函館市公式観光情報サイト「はこぶら」のイベント，食べ
る，見る，遊ぶ，買う，みやげ，温泉の 7つの各カテゴリ
に属する観光スポットコンテンツ 780件を用い，各コンテ
ンツのテキストに人物誌の人名が含まれている数をカウン
トした．その結果，1件以上の観光スポットと関連付いた
人物は約 20%に留まり，10件以上の観光スポットと関連
付いた人物は 3人という結果になった．関連スポット数が
多い人物は，土方歳三や石川啄木など一般的に知名度の高
い人物であった．この結果より，人物誌を観光資源として
活用することを目的とする場合には，人名をリソースとす
るだけでは不十分であり，本文を含めて抽出対象とするリ
ソースを検討する必要があることが明らかになった．
人物誌の本文には出来事が段落毎に記述されており，日
付や地名，関係する他の人名などを含んでいるため，他の
地域史データや観光スポットと関連付けられる可能性が高
い．しかし，本文は段落以外の構造を持たない文章の集ま
りであり，必要なリソースを抽出することは容易ではない．
文章から歴史情報を抽出する研究事例として，歴史資料
から人物情報を自動抽出し，その抽出結果より歴史オント
ロジーを構築する石川らの研究がある [14]．この研究では，
ルールベースを用いた形態素列のパターンマッチングによ
り人名や役職名などを抽出している．
本研究では，同様の手法により，人物誌の本文中に含ま
れる観光スポット名を抽出した．その結果，観光スポット
名で関連付けることができる人物は約 40%であった．次
に地名に着目し，本文から函館市の町名を抽出し，同様
に観光スポットとの関連付けを試みた [13]．その結果，約
50%の人物が観光スポットと関連付けられた．以上の結果
より，人名，観光スポット名，町名で関連付けを行うこと
により，全体で約 70%の人物が 1件以上の観光スポットと
関連付けられることがわかった．

図 4 人物誌と観光スポット情報の関連付けの例
Fig. 4 An example of associations of a famous historical person

with a tourist spot in Hakodate.

3.6 地域史RDFデータセットの作成
以上の作業と検討に基づき，デジタル資料館の絵葉書画
像資料，函館市史年表編，はこだて人物誌の RDFデータ
セットを作成した．
デジタル資料館の画像資料 RDFデータセットには，タ
イトル，内容説明，印刷発行，和暦，西暦，地域分類，サ
ムネイル画像，デジタル資料館での URL，写真に関連す
る出来事が起きた日付，人物，場所が含まれる．現在作成
済みのデータセットには，デジタル資料館に登録されてい
る 13,667枚の絵葉書資料のうち，人物，場所，日付のいず
れかを含む絵葉書画像が 1,521枚登録されている．このう
ち日付を含むものが 383件（約 25%），人名を含むものが
461件（約 30%），場所名を含むものが 805件（約 50%）で
ある．
函館市史年表編 RDFデータセットには，日付，出来事
の説明，西暦，出典，人物，場所が含まれる．現在作成済
みのデータセットには，年表に含まれる昭和年代の全て
の出来事 6,808件が含まれている．このうち日付を含むも
のが 6,808件（100%，ただし，年，年月のみの出来事を含
む），人名を含むものが 338件（約 5%），場所名を含むも
のが 550件（約 8%）である．
はこだて人物誌 RDFデータセットには，人名，人名の
読み，概要，生年，没年，人物の画像，人物誌の URL，関
連のある観光スポット，観光スポット名，関連のある出来
事，町名が含まれる．現在作成済みのデータセットには，
276件の人物データが含まれる．このうち，人名で関連付
けられるものが 53件（約 20%），観光スポット名で関連付
けられるものが 106件（約 40%），町名で関連付けられる
ものが 139件（約 50%）である．これらのいずれかで関連
付けられるものが 198件（約 70%）である．

4. 地域史RDFデータセットの統合利用例
4.1 エピソードでつながる函館歴史写真
歴史資料の目録の整備は，学術資料としての正確さが要
求されるため，専門家による高コストで時間のかかる作業
である．デジタル資料館の運用においては，「資料を死蔵
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図 5 「エピソードでつながる函館歴史写真」の資料一覧画面
Fig. 5 A photo catalog view of “The Historical Photographs

of Hakodate Linked by Episodes”.

図 6 「エピソードでつながる函館歴史写真」の資料詳細画面
Fig. 6 A photo detail view of “The Historical Photographs of

Hakodate Linked by Episodes”.

させない」ことが念頭に置かれ，完成度の低い目録情報 で
あっても資料と併せて公開している [15]．したがって，年

図 7 「エピソードでつながる函館歴史写真」の資料詳細画面（関連
画像一覧表示）

Fig. 7 A photo detail view of “The Historical Photographs of

Hakodate Linked by Episodes” (with a catalog view of

related photos).

図 8 「エピソードでつながる函館歴史写真」のエピソードでリンク
された画像表示画面

Fig. 8 An episode-linked photos view of “The Historical Pho-

tographs of Hakodate Linked by Episodes”.

号や著者等の目録情報が完備されている資料がある一方
で，目録が題名のみに留まる資料も存在する．
一方，地域の建造物やイベントなどを記録した写真資料
については，市民が被写体に関する情報を持っている可能
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性が高い [16]．そのため，観光資源への応用など，より広
い目的での歴史資料の活用を考えた場合，市民参加型の編
纂が有効であると考えられる．
そのひとつのアプローチとして，SNSのような場を設
け，市民が協調して写真についての知識やエピソードをア
ノテーションすることによって，被写体の情報を収集し，
関係の深い被写体を関連付ける仕組みについて検討してい
る [17]．特に，観光資源としての活用を目指し，現存する
歴史的建造物や石碑などを対象とした関連付け手法につい
て検討を行った [18]．
しかし，現状，多くの市民は函館の歴史に興味を持つこ
とがなく，写真が閲覧されること自体ほとんどない．その
ような函館の歴史にあまり興味を持たない市民に対し，写
真への興味を促すような仕組みとして，歴史写真閲覧シス
テム「エピソードでつながる函館歴史写真」を構築した．
これは，ユーザが写真間の歴史的関連性に基づき，興味の
あるものを選択していくことで発見的に写真を辿って閲覧
することができるWebアプリケーションである．現在，こ
のシステムでは，3.6 で示したデジタル資料館の画像資料
RDFデータセットと函館市史年表編 RDFデータセットを
使用している．
このシステムにアクセスすると，最初に 図 5 のように，
デジタル資料館と同様に，写真一覧が表示される．ここで，
一覧ページをブラウズするか，あるいはキーワードを入力
して全文検索することによって，興味のある写真を探す．
1枚の写真を選択（タイトルをクリック）すると，写真の
詳細情報が表示される．図 6 は，「（函館名所）　国幣中社
函館八幡宮」というタイトルの画像を選択して遷移した画
面である．写真の下には，その写真の目録と，その写真に
関連する年表の出来事（エピソード）が年代順（昇順）に
表示される．ここで，橙色で表示されている文字列は，写
真と年表を関連付けているリソースである．青色の文字列
（日付，人物，場所）を含む出来事は，それをリソースとし
て関連付けられた写真が存在していることを表す．その場
合，出来事（リンク）をクリックすると，図 7 のように，
関連付けられた写真の一覧が出来事の直下に展開表示され
る．一覧の各写真の下の「選択した写真との関連」ボタン
をクリックすると，図 8 のように，左側に最初に選択した
写真，右側に関連写真，下にはそれらを関連付ける年表の
出来事が表示される．
以上で示した一連の流れにより，最初に選択した函館八
幡宮の絵葉書をきっかけにして「函館八幡宮には，昭和 11

年 10月 10日に陸軍特別大演習のために来道した昭和天皇
が視察に訪れている」という史実と，それを記念して発行
された絵葉書の存在を知ることができる．

4.2 函館ゆかりの人物スポット
本研究では，3.5 において示したように，人物にまつわ

る歴史的なエピソードを観光スポットと結びつけて旅行者
に提示することにより，観光行動の喚起や満足度の向上を
目指す．この目的においては，旅行中に訪れた観光スポッ
トにおいて，リアルタイムに情報を提供できるような仕組
みが有効であると考えられる．例えば，GPS等により測
位し，自己位置に基づいた情報提供を行うことが可能なス
マートフォンアプリケーションである．アプリケーション
の核となる RDFデータセットの観光資源としての有効性
を評価する目的で実験を行った．
コストをかけずに旅行者が観光行動中にアプリケーショ
ンを使用するのに近い状況を再現するために，人物誌RDF

データセットに含まれるデータと観光スポット情報を用い
たWebサイト「函館ゆかりの人物スポット」を作成した
（図 9）．

Webサイトは観光スポット毎のページ構成とし，ペー
ジの上部に観光スポットの情報を掲載し，その下に「この
スポットにゆかりのある人物」として，その観光スポット
に関連付けられた人物の紹介ブロックをタイル状に配置し
た．掲載した観光スポットは元町公園，大森浜の 2箇所と
した．観光スポットに関する情報としては，函館市公式観
光情報サイト「はこぶら」の観光スポットの概要，説明，
画像，住所，アクセス，カテゴリを掲載した．「このスポッ
トに縁のある人物」には，人物誌に掲載されている人物の
概要，画像，観光スポットと関連のある出来事，関連のあ
るスポットを掲載した．
このWeb サイトを用いて以下の手順で実験を行った．
まず被験者に各観光スポットを散策している様子が映って
いる 3分間の動画を視聴させる．次に，観光客として訪れ
た状況を想定したシナリオを読ませることで，函館に訪れ
た観光客の視点に立つよう促し，被験者にWebページの観
光スポットと，関連のある人物の紹介を読むよう指示する．
また，元町公園に関しては，元町公園内に設置されている
「四天王像」がシナリオに関わっているため，四天王像とそ
の解説板の画像を提示する．その後，人物情報によって観
光スポットへの興味が深まったかどうかという観点のアン
ケートを行う．
実験は函館市内に住む 12名，函館市外に住む 2名の学
生を被験者として行った．アンケートの結果，「人物情報か
ら新たな発見があったか?」という質問に対し，「大きな発
見があった」「発見があった」という回答が約 80%であっ
た．自由記述では，「観光していても歴史について調べる
機会がなかったため，このような人物が関わっていること
は知らなかった」などの意見があった．「関連のある出来
事によって観光スポットへの興味が深まったか?」という
質問に対しては，「とても興味が深まった」「興味が深まっ
た」という回答が約 70%という結果となった．この実験よ
り，作成した人物誌 RDFデータセットが観光資源として
有効であることが伺える．
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図 9 「函館ゆかりの人物スポット」の元町公園ページ
Fig. 9 The Motomachi-Koen page of “The Spots Associated

with Persons of Hakodate”.

5. おわりに
本研究では，地域に散在するの様々な歴史資料を LOD

という形で公開し，相互に連係させることで，観光を始め
とする様々な分野で統合利用することを目指した取り組み
を行ってきている．本報告では，函館地域の例として，絵
葉書の画像アーカイブ，地域史年表，歴史上の人物紹介を
それぞれ RDFデータセット化した事例を取り上げ，それ
らを関連付けた 2種類の統合利用例を示した．
現時点では，比較的抽出が容易な，日付，人物名，場所

（観光スポット）名をリソースとしたデータ間の関連付け
を行っている．今後は，より効果的な統合利用に向けて，
非構造化テキストから様々な意味的関連性を抽出すること

を検討する予定である．
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